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Graph1

		既設FB制御

		新換気制御



既設換気制御との
電気量の比率

1

0.8346618082



JF運転実績

		JF運転時間(24時間） ウンテンジカンジカン

		換気制御 カンキセイギョ				既設換気制御
（フィードバック制御） キセツカンキセイギョセイギョ		新換気制御　
平常１ シンカンキセイギョヘイジョウ		新換気制御　
平常２ シンカンキセイギョヘイジョウ		新換気制御　
平常３ シンカンキセイギョヘイジョウ

		JF運転時間
(分） ウンテンジカンフン		5台 ダイ		780		417		468		367				5

				4台 ダイ		14		167		113		218				4

				3台 ダイ		70		152		68		121				3

				2台 ダイ		71		129		124		139				2

				1台 ダイ		83		198		177		596				1

				0台 ダイ		422		377		490		0				0

				合計 ゴウケイ		1440		1440		1440		1441

		台数×運転時間累計　(分） ダイスウウンテンジカンルイケイフン				4391		3665		3421		3944

		平均JF運転台数 ヘイキンウンテンダイスウ				3.05		2.55		2.38		2.74

		動力（kW) ドウリョク				3659		3054		2851		3061

		既設換気制御との動力比率 キセツカンキセイギョドウリョクヒリツ				1.00		0.83		0.78		0.84

						既設FB制御 キセツセイギョ		新換気制御 シンカンキセイギョ		新換気２ シンカンキ		新換気３ シンカンキ





JF運転実績

		



既設FB制御

新換気制御

新換気２

新換気３

JF運転時間(分）



トンネル内の環境

		



既設換気制御との電気量の比率



交通量

		



既設換気制御との電気量の比率



Sheet3

		



既設FB制御

新換気制御

新換気２

JF運転時間(分）



		

		　						既設換気 キセツカンキ				新換気１ シンカンキ				新換気２ シンカンキ				新換気制御　
平常３ シンカンキセイギョヘイジョウ

								西坑口 ニシコウグチ		東坑口 ヒガシコウグチ		西坑口 ニシコウグチ		東坑口 ヒガシコウグチ		西坑口 ニシコウグチ		東坑口 ヒガシコウグチ		西坑口 ニシコウグチ		東坑口 ヒガシコウグチ

		煤煙
透過率
VI値 バイエントウカリツチ		平均値(％) ヘイキンチ				96		82		91		87		94		81		94		81

				最大値(％) サイダイチ				100		100		100		99		99		98		100		100

				最小値(％) サイショウチ				76		55		70		58		56		45		64		48

				80%
以下 イカ		最大継続時間(分） サイダイケイゾクジカンフン		8		228		33		42		11		177		27		169

						累計時間 ルイケイジカン		14		501		197		267		60		544		76		551

				70%
以下 イカ		最大継続時間(分） サイダイケイゾクジカンフン		0		59		0		10		7		79		6		149

						累計時間 ルイケイジカン		0		163		0		41		7		252		10		261

				60%
以下 イカ		最大継続時間(分） サイダイケイゾクジカンフン		0		26		0		3		3		32		0		48

						累計時間 ルイケイジカン		0		45		0		3		3		50		0		107

				50%
以下 イカ		最大継続時間(分） サイダイケイゾクジカンフン		0		0		0		0		0		6		0		7

						累計時間 ルイケイジカン		0		0		0		0		0		10		0		16

				40%
以下 イカ		最大継続時間(分） サイダイケイゾクジカンフン

						累計時間 ルイケイジカン

		CO濃度 ノウド		平均値(ppm) ヘイキンチ				0.3		－		0.3		－		0.4		－		0.6		－

				最大値(ppm) サイダイチ				0.4		－		6.3		－		12.3		－		18.3		－

				最小値(ppm) サイショウチ				0.3		－		0.3		－		0.1		－		0.2		－

								既設 キセツ		既設 キセツ		平常１ ヘイジョウ		平常１ ヘイジョウ		平常２ ヘイジョウ		平常２ ヘイジョウ		平常３ ヘイジョウ		平常３ ヘイジョウ

								既設換気 キセツカンキ		新換気１ シンカンキ		新換気２ シンカンキ		平常３

		CO濃度 ノウド		平均値(ppm) ヘイキンチ				0.3		0.3		0.4		0.6

				最大値(ppm) サイダイチ				0.4		6.3		12.3		18.3

				最小値(ppm) サイショウチ				0.3		0.3		0.1		0.2

								既設換気 キセツカンキ				新換気１ シンカンキ				新換気２ シンカンキ				新換気制御　
平常３ シンカンキセイギョヘイジョウ

								西坑口 ニシコウグチ		東坑口 ヒガシコウグチ		西坑口 ニシコウグチ		東坑口 ヒガシコウグチ		西坑口 ニシコウグチ		東坑口 ヒガシコウグチ		西坑口 ニシコウグチ		東坑口 ヒガシコウグチ

		煤煙
透過率
VI値		80%以下 イカ		累計時間 ルイケイジカン		14		501		197		267		60		544		76		551

				70%以下 イカ		累計時間 ルイケイジカン		0		163		0		41		7		252		10		261

				60%以下 イカ		累計時間 ルイケイジカン		0		45		0		3		3		50		0		107

				50%以下 イカ		累計時間 ルイケイジカン		0		0		0		0		0		10		0		16

								既設換気制御
フィードバック キセツカンキセイギョ				新換気制御　
平常１ シンカンキセイギョヘイジョウ				新換気制御　
平常２ シンカンキセイギョヘイジョウ				新換気制御　
平常３ シンカンキセイギョヘイジョウ

								西坑口 ニシコウグチ		東坑口 ヒガシコウグチ		西坑口 ニシコウグチ		東坑口 ヒガシコウグチ		西坑口 ニシコウグチ		東坑口 ヒガシコウグチ		西坑口 ニシコウグチ		東坑口 ヒガシコウグチ

		煤煙
透過率
VI値 バイエントウカリツチ		80%
以下 イカ		最大継続時間(分） サイダイケイゾクジカンフン		8		228		33		42		11		177		27		169

				70%
以下 イカ		最大継続時間(分） サイダイケイゾクジカンフン		0		59		0		10		7		79		6		149

				60%
以下 イカ		最大継続時間(分） サイダイケイゾクジカンフン		0		26		0		3		3		32		0		48

				50%
以下 イカ		最大継続時間(分） サイダイケイゾクジカンフン		0		0		0		0		0		6		0		7



ジェットファン運転台数

既設換気制御との電気量の比率



		



最小値(ppm)

平均値(ppm)

最大値(ppm)

CO濃度（PPｍ）



		



80%以下

70%以下

60%以下

50%以下

煤煙透過率　VI値　累積時間(分）



		



最小値(％)

平均値(％)

最大値(％)

煤煙透過率　VI値　(%)



		



最小値(％)

平均値(％)

最大値(％)

煤煙透過率　VI値　(%)



		



最小値(ppm)

平均値(ppm)

最大値(ppm)

CO濃度（PPｍ）



		



80%以下

70%以下

60%以下

50%以下

煤煙透過率　VI値　累積時間(分）



		交通量および速度一覧 コウツウリョウソクドイチラン

		換気制御 カンキセイギョ				既設換気制御
フィードバック キセツカンキセイギョ				新換気制御　
平常１ シンカンキセイギョヘイジョウ				新換気制御　
平常２ シンカンキセイギョヘイジョウ				新換気制御　
平常３ シンカンキセイギョヘイジョウ

						西坑口
方面へ ニシコウグチホウメン		東坑口
方面へ ヒガシコウグチホウメン		西坑口
方面へ ニシコウグチホウメン		東坑口
方面へ ヒガシコウグチホウメン		西坑口
方面へ ニシコウグチホウメン		東坑口
方面へ ヒガシコウグチホウメン		西坑口
方面へ ニシコウグチホウメン		東坑口
方面へ ヒガシコウグチホウメン

		交通量
(台） コウツウリョウダイ		小型車 コガタシャ		3447		1742		5529		3504		5680		3194		5674		3014

				大型車 オオガタシャ		3719		2983		5766		6675		5689		7048		5769		6947

				小計 ショウケイ		7166		4725		11295		10179		11369		10242		11443		9961

				合計 ゴウケイ		11891				21474				21611				21404

						西坑口
方面へ ニシコウグチホウメン		東坑口
方面へ ヒガシコウグチホウメン		西坑口
方面へ ニシコウグチホウメン		東坑口
方面へ ヒガシコウグチホウメン		西坑口
方面へ ニシコウグチホウメン		東坑口
方面へ ヒガシコウグチホウメン		西坑口
方面へ ニシコウグチホウメン		東坑口
方面へ ヒガシコウグチホウメン

		速度
(km/h) ソクド		小型車 コガタシャ		77		51		83		74		84		80		83		80

				大型車 オオガタシャ		80		57		84		78		84		82		84		83

				平均 ヘイキン		79		55		83		76		84		81		84		82

						既設 キセツ		既設 キセツ		平常１ ヘイジョウ		平常１ ヘイジョウ		平常２ ヘイジョウ		平常２ ヘイジョウ		平常３ ヘイジョウ		平常３ ヘイジョウ





		



小型車

大型車

交通量(台/日）



		



小型車

大型車

走行速度（km/h)



		

				　



図-1　計測機器の配置（Aトンネル）
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(1) HREHER (20,0008 B)DIEE)

(FoRVEE SERS

R1%)

ARFREEELRT2,500mLL £, 6RFRIEERT2,000mLL ED R RILHER)

Bk TNAEE (m) OFEAEEAIFM) | @FEHEGWH/ H)x16.22M | ERAACT HR20E)D+Q | =44 & R R e
JEEREER 50kW X JF&E%y | FBHIEO M) [Frssl@cs )| FBHIE | Frifkmim | O5H/2048) | JFEEEE)

1500 10 0.39 0.32 5,121 4,648 A 726 50.7 15

AR 2000 19 0.78 0.65 10,243 9,296 A 253 25.3 2L

@nryF || 2500 29 1.17 0.97 15,364 13,943 221 16.9 3H

TEHRREH) 3000 38 1.56 1.30 20,485 18,591 694 12.7 45

3500 57 2.34 1.95 30,728 27,887 1,641 8.4 65

R TNYEE (m) OEAEEAFR) | @F/E4EGWH B)x16.22M | BKACTH/204) D+ | Z4EA & oy e
SRR 50kW X JFE%%  [FBEIECEM) [FkammCs )| FBHE | sk | 07205 | ™ (IFAHTE 550

1500 10 0.58 0.49 6,542 5,832 A 490 33.8 15

6HFfH 2000 19 1.17 0.97 13,084 11,663 221 16.9 26

nrroF || 2500 29 1.75 1.46 19,626 17,495 931 11.3 3H

JUILIRIEHT)) 3000 38 2.34 1.95 26,168 23,327 1,641 8.4 45

3500 57 3.50 2.92 39,252 34,990 3,062 5.6 65
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Bk TNAEE (m) OFEABEAIEM) | @FEEH:&Wh/H)x16.22M | ERACTHR0E)D+Q | =44 (4 2 i
R 50kW X JF&E%y | FBHIEO M) [Friksl@cr )| FBHIE | Hrfkis | 5209 | JFHEEALR)
1500 10 0.39 0.32 5,121 4,648 A 726 50.7 18
4IRF 2000 29 1.17 0.97 15,364 13,943 221 16.9 36
Y 2500 38 1.56 1.30 20,485 18,591 694 12.7 45
TR ) 3000 67 2.72 2.27 35,849 32,534 2,115 7.2 =
3500 95 3.89 3.24 51,213 46,478 3,536 5.1 10 &
Y TNAEE (m) OFEAE4(H /M) B (kWh/H)x16.22M | EXARCT H20E)O+Q | ZHE A 5 H4E R =
TEHRRFH] 50kW xJF&%y  |FBRI#C M) [assCr )| FB&l# [ Frfkam | FHeeE) | & (JFEE B
1500 10 0.58 0.49 6,542 5,832 A 490 33.8 =
6IRFfH] 2000 29 1.75 1.46 19,626 17,495 931 11.3 36
(TN I)vF 2500 38 2.34 1.95 26,168 23,327 1,641 8.4 45
SEEL IR AT)) 3000 67 4.09 3.41 45,794 40,821 3,772 4.8 76
3500 95 5.84 4.87 65,420 58,316 5,903 3.4 10 &
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(m/s) | FBHIfH [ Bl | o0&
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0 1697 1373 23.6%
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38 2.29 1.74 25,828 21,807 6.0 2,821
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